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問題 OA = 3，OB = 2，cosÎAOB = 1
6
の平行四辺形 OACBがあり，

¡!
OA = ¡!a，

¡!
OB =

¡!
b とする。

(1) ¡!a と
¡!
b の内積¡!a ¢

¡!
b は ア であり，j

¡!
AB j =

E

イウ である。また，平行四辺形 OACBの面積は
E

エオ である。

(2) 点 Oから対角線 ABに垂線を引き交点を Dとすると，
¡!
OD =

カ

キク

¡!a +
ケ

コサ

¡!
b である。また，直線

ODと辺 BCの交点を Eとするとき，BE : ECを最も簡単な整数比で表すと シ : ス である。

(3) (2)のとき，3点 O，A，Dを通る円をKとし，その中心を Fとする。円Kと直線 OCの交点で Oでない方

を G，円Kと直線 DFの交点で Dでない方を H，円Kと直線 OBの交点で Oでない方を Iとする。このと

き，
¡!
OG =

セ

ソ

¡!a +
タ

チ

¡!
b であり，三角形 OADの面積を S，五角形 OHAGIの面積を Tとする

と， ST =
ツテ

トナニ
である。
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